
 
 

 
 

主催： 

 

 

 

今回の技術講習会は「貯留浸透施設による流域対策の最前線」と題し、国土交通省をはじめ、

特定都市河川に指定された流域の自治体の方々など様々な自治体の方々により、具体的な施策

や現状の課題等についてお話しいただき、当協会の会員をはじめ、自治体の皆様、雨水貯留浸

透に関わる企業の方々に役立つ事例や情報を紹介することとしました。 

また、今回、初めての試みとして、会場内において貯留浸透に関わる技術・製品等の展示も

併せて行います。 

「特定都市河川」の現状を知るとともに、これから特定都市河川の指定を考えている方々に

も役立つ事例や技術情報をお伝えしますので、ぜひ多くの皆様にご参加いただきたく存じます。 

 
 

 

１．開催日時 令和７年１１月１４日（金） 13：00～17：30 
 

 

２．会 場  『ベルサール神保町 ROOM3+4+5』 

東京都千代田区西神田3-2-1 住友不動産千代田ファーストビル南館3F（別紙地図参照） 

                 

※対面のみでの開催です、Web配信はございませんのでご了承ください。 

 

            

３．参 加 費  ・会 員  １２,０００円(税込) 資料(PDFデータ)代含  

・会員外  １５,０００円(税込) 資料(PDFデータ)代含  

         ◇行政関係（地方自治体、独立行政法人等）の参加者は、会員扱いとさせて頂きます。 

                ※講演資料はＰＤＦデータ配付のみ、印刷版の配付はございませんので、ご了承ください。 

 

 ４．申込方法  専用ページ(以下URL)、または別紙の申込用紙にご記入の上FAXにてお申し込みください。 

技術講習会 Web ページ https://arsit.or.jp/seminar 

 

 

５．受付締切  令和７年１１月７日（金）１７:００ 

 

 

６．そ の 他  土木学会継続教育（CPD）認定プログラム登録申請中 
 

 

７．お問い合わせ先  

公益社団法人雨水貯留浸透技術協会 総務部 大西・平田  

TEL 03-5275-9591 seminar@arsit.or.jp 

 

以上     

 

 



第41回 雨水貯留浸透技術講習会プログラム 
開催日時:令和７年１１月１４日(金) 13:00～17:30 

 

貯留浸透施設による流域対策の最前線［仮］  

題  目 講  師 講演時間 
(分) 

治水行政の最新の動向［仮］ 国土交通省 治水課 課⾧補佐 武田 正太郎 15 

下水道による雨水対策の最新動向［仮］ 国土交通省 上下水道審議官グループ 
水害対策係⾧ ⾧谷川 智明 15 

稲荷川流域水害対策計画［仮］ 鹿児島県 土木部 治水課 ※ 20 

江の川における防災集団移転と流域治水［仮］ （独）都市再生機構 
災害対応支援部 調整役 重田 猛 20 

雨水浸透阻害行為の実態紹介［仮］ 川崎市 道路河川整備部 河川課 姫野 覚哉 20 

千葉県茂原市における 
流域治水(内水）の取り組みについて 茂原市 流域治水対策室 室⾧ 渡邉 誠剛 20 

雨水貯留浸透施設のパネル展 休憩+展示閲覧 30 

兵庫県における流出抑制(流域対策)の取り組み 兵庫県 土木部 総合治水課 課⾧ 中田 和秀 20 

境川水系・猿渡川水系流域治水プロジェクに 
おける豊田市の取組状況［仮］ 

豊田市 建設部 河川課 久保 剛・木内 赳史 20 

地下水へ雨水を直接注入させる 
貯留浸透施設［仮］ 

雨水貯留浸透技術協会 ほか 20 

南町田グランベリパークでの 
グリーンインフラの効果［仮］ 

東急建設（株）  
環境保全グループ 宇田川 湧人 20 

貯留浸透に関して 
協会によくある問合せとその回答［仮］ 

雨水協会 企画副委員⾧ 有山 裕介 15 

調整池イノベーション 
エコシステム共同研究会の取り組み［仮］ 

日本工営（株）  
流域水管理事業本部 松田 貞則 20 

講 評 雨水協会 企画委員 名本 伸介 15 
 
※題目・講師・講演時間は変更されることがあります。        講演合計時間:４時間 00 分 
 

【土木学会認定 CPD プログラム 単位取得を希望の方】 

・当日ご参加頂き、全題目をお聴き頂いた上で、受講の感想を 100 文字以上でご提出頂きます。 

・参加者アンケート及び講習会の感想を受領後、受講証明を発行いたします。 

 参加者アンケート・CPD の単位申請のご提出方法等につきましては、講習会時にお知らせ致します。
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